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問
題
の
所
在

　
『
発
心
集
』
は
、
蓮
胤
鴨
長
明
（
久
寿
二
年
﹇
１
１
５
５
﹈
か
〜
建
保
四
年
﹇
１
２
１
６
﹈）
が

晩
年
に
編
纂
し
た
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
伝
本
に
は
版
本
八
巻
と
写
本
五
巻
が
あ
り
、
前

者
の
慶
安
四
年
版
は
今
日
伝
存
の
諸
本
で
最
も
原
形
に
近
い
と
見
て
よ
い）1
（

。
し
か
し
、
幾

つ
か
の
箇
所
は
後
人
の
増
補
で
な
い
か
と
、
夙
に
野
村
八
良
や
永
積
安
明
、
橘
純
孝
に

よ
っ
て
考
証
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
簗
瀬
一
雄
は
、
前
六
巻
の
偶
数
巻
末
と

後
二
巻
の
全
体
は
後
人
の
増
補
だ
と
す
る
説
を
唱
え
た）2
（

。

　

簗
瀬
説
は
一
定
の
支
持
を
得
る
が
、
後
に
石
田
瑞
麿
な
ど
か
ら
批
判
も
生
じ
た
。
そ
の

た
め
今
日
で
は
、
巻
第
二
、
第
四
の
末
尾
は
後
人
増
補
だ
ろ
う
が
巻
第
六
の
末
尾
は
蓮
胤

の
作
だ
と
い
う
見
解
が
主
流
に
な
り
、
後
二
巻
の
真
偽
に
つ
い
て
は
説
が
分
か
れ
て
い

る
。『
発
心
集
』
に
お
け
る
後
人
増
補
の
箇
所
や
過
程
が
未
だ
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
同
書
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
蓮
胤
の
研
究
に
と
っ
て
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
前

六
巻
の
偶
数
巻
末
や
後
二
巻
の
全
体
に
つ
い
て
、
改
め
て
真
偽
を
検
証
す
べ
き
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
通
説
で
蓮
胤
の
作
だ
と
さ
れ
て
い
る
巻
第
六
末
の
思
想
な
ど
に
着

目
し
て
、
こ
れ
と
巻
第
二
末
が
本
来
は
専
修
念
仏
者
の
裏
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
ま
ず
第
一
節
で
巻
第
六
末
の
研
究
史
に
つ
い
て
整
理
し
、
第
二
、
第
三
節
で
蓮

胤
の
思
想
が
巻
第
六
末
の
そ
れ
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
し
て
第
四
節
で
巻

第
二
末
の
由
来
に
つ
い
て
考
察
し
、
第
五
節
で
こ
れ
ら
を
加
え
た
人
物
に
つ
い
て
仮
説
を

示
す
。

第
一
節　

議
論
の
前
提

　

本
節
で
は
議
論
の
前
提
と
し
て
、
巻
第
六
末
の
研
究
史
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

こ
の
巻
第
六
に
つ
い
て
、
夙
に
野
村
八
良
は
「
其
の
巻
末
の
仏
説

0

0

0

0

0

の
如
き
、
管
々
し
く

衒
学
的
に
し
て
、
初
の
方
の
巻
と
は
其
の
風
を
異
に
せ
り）3
（

」
と
評
し
た
。
橘
純
孝
も
、
同

巻
の
最
終
第
十
三
話
「
上
東
門
院
女
房
住w

深
山q

事
〈
厭w

穢
土q

欣w

浄
土q

事
〉」
の
「
静

ニ
過
ヌ
ル
事
ヲ
思
ヘ
バ
」（
二
九
オ
）
以
下
を
「
宛
然
本
書
の
跋
文
0

0

た
る
感
あ
る
物
」
と
見
、

そ
の
後
半
に
つ
い
て
「
頗
る
説
教
的
口
調
で
到
底
長
明
の
言
と
思
へ
な
い
」
と
述
べ
た）4
（

。

本
稿
で
は
、
従
来
跋
文）5
（

と
さ
れ
て
き
た
こ
の
「
静
ニ
過
ヌ
ル
事
ヲ
思
ヘ
バ
」
以
下
四
丁
半

ほ
ど
を
「
巻
第
六
末
」
と
称
す
る
。

　

簗
瀬
一
雄
は
、
巻
第
六
末
と
後
二
巻
に
「
説
教
者
的
態
度
」
が
共
通
し
て
お
り
、
ま
た

後
二
巻
に
「
浄
土
宗

0

0

0

的
信
仰
」
が
あ
る
と
述
べ
た）6
（

。
そ
の
た
め
、
簗
瀬
は
巻
第
六
末
に
「
浄

土
宗
的
信
仰
」
を
認
め
た
と
の
理
解
も
生
じ
、
石
田
瑞
麿
は
こ
れ
に
異
を
唱
え
て
、
巻
第

六
末
が
専
修
念
仏
者
な
ど
で
な
く
蓮
胤
の
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
結
論
付
け
た）7
（

。

以
後
今
日
に
至
る
ま
で
四
十
余
年
、
石
田
説
が
通
説
と
な
り
同
巻
末
の
思
想
研
究
は
ほ
ぼ

停
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
通
説
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
石
田
は
巻
第
六
末
に
慧
心
僧
都
源
信
『
往
生
要
集
』（
寛
和
元
年
﹇
９
８
５
﹈
成

立
）
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
思
想
は
草
庵
の
籠
に
「『
往
生
要
集
』

ゴ如
ト
キ
ノ
抄
物
」（「
方
丈
記
」
二
〇
頁
）
を
入
れ
て
い
た
蓮
胤
の
も
の
だ
と
判
断
し
た
。
だ

が
、
著
名
な
専
修
念
仏
者
で
蓮
胤
と
同
時
代
の
法
然
房
源
空
（
長
承
二
年
﹇
１
１
３
３
﹈
〜

建
暦
二
年
﹇
１
２
１
２
﹈）
も
、
主
著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
建
久
九
年
﹇
１
１
９
８
﹈
成
立
。
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以
下
、『
選
択
集
』
と
略
す
）
で
『
往
生
要
集
』
か
ら
複
数
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
青
山
克
弥
が
批
判
し
た
よ
う
に
、
巻
第
六
末
に
『
往
生
要
集
』
と
一
致
す
る
箇
所
が
多

い
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
は
「
源
信
教
学
の
直
接
的
摂
取
」
で
あ
り
「
法
然
独
自
の
立
場

で
あ
る
専
修
念
仏
へ
の
傾
斜
」
で
な
い
と
臆
断
す
べ
き
で
な
い）8
（

。

　

第
二
に
、
石
田
や
青
山
な
ど
は
、
源
空
の
専
修
念
仏
と
は
諸
行
往
生
を
許
さ
な
い
思
想

だ
と
考
え
た
。
斯
か
る
通
念
に
よ
れ
ば
、
第
三
節
で
見
る
如
く
諸
行
往
生
を
許
し
て
い
る

巻
第
六
末
は
専
修
念
仏
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
こ
の
十
数
年
で
専
修
念
仏
の

研
究
が
進
展
し
、
松
本
史
朗
と
本
庄
良
文
、
筆
者
は
源
空
の
専
修
念
仏
で
諸
行
往
生
が
許

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
て
き
た）9
（

。
そ
の
た
め
巻
第
六
末
で
諸
行
往
生
が
説
か
れ
て
い

る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
思
想
が
専
修
念
仏
で
な
い
と
臆
断
す
べ
き
で
な
い
。

　

次
節
以
降
で
は
専
修
念
仏
研
究
の
成
果
を
活
用
し
つ
つ
、
巻
第
六
末
の
思
想
を
分
析
し

て
蓮
胤
の
そ
れ
と
比
較
し
、『
発
心
集
』
の
増
補
過
程
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

第
二
節　

浄
土
往
生
の
動
機

　

本
稿
の
結
論
を
一
部
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
巻
第
六
末
に
は
厭
離
生
死
と
欣
求
菩
提
、

本
願
念
仏
、
廻
向
往
生
と
い
う
四
つ
の
思
想
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
巻
第
一
「
発
心
集

序
」（
以
下
、「
序
」
と
略
す
）
な
ど
増
補
の
疑
い
が
な
い
箇
所
で
示
さ
れ
た
蓮
胤
の
思
想
と

齟
齬
し
、
専
修
念
仏
と
一
致
す
る
。
そ
の
た
め
、
同
巻
末
は
専
修
念
仏
者
の
作
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
節
で
は
四
つ
の
相
違
の
前
二
者
に
つ
い
て
、
そ
し
て
次
節
で
後
二
者
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
論
証
す
る
。
前
二
者
は
、
何
の
た
め
に
浄
土
へ
往
生
す
る
か
、
と
い
う
動
機
に
つ
い

て
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
項　

蓮
胤
の
恐
堕
地
獄
と
欣
求
快
楽

　

蓮
胤
は
『
発
心
集
』
の
「
序
」
で
、
自
分
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
斯
く
記
し
て
い
る
。

空
ク
五
欲
ノ
キ
絆ヅ
ナ
ニ
引
レ
テ
、
終
ニ
奈
落
ノ
底
ニ
入
ナ
ン
ト
ス

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
心
有
ラ
ン
人
、

誰
カ
此
事
ヲ
恐
ザ
ラ
ン
哉

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。 

（
一
オ
）

五
欲
に
絆
さ
れ
て
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
を
、
心
あ
る
人
は
恐
怖
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
、
と

い
う
。
こ
れ
は
「
方
丈
記
」
の
末
尾
で
「
抑
一
期
ノ
月
カ影
ゲ
カ

傾タ
ブ
キ
テ
、
余
算
ノ
山
ノ

ハ端

ニ
チ近
カ
シ
。
タ

忽チ
マ
チ
ニ
三
途
ノ

0

0

0

0

0

ヤ闇
ミ
ニ0

ム向

カ
ハ
ン
ト
ス

0

0

0

0

0

。
ナ何
ニ
ノ
ワ業
ザ
ヲ
カ

託ヽ
コ
タ

ム
ト
ス
ル
」（
二
八
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
危
機
意
識
が
、
よ
り
切
迫
し
た
も
の
と
見
て

よ
い
。

　

で
は
何
故
、
蓮
胤
は
堕
地
獄
を
恐
れ
浄
土
往
生
を
願
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

は
、
蓮
胤
に
と
っ
て
地
獄
や
浄
土
が
そ
れ
ぞ
れ
如
何
な
る
地
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
巻
第
三
第
一
話
「
江
州
増
叟
事
」
で
、
往
生
必
至
だ
と
高
く
評
価
さ
れ
る
翁
は
自

分
の
常
行
を
次
の
よ
う
に
明
か
し
た
。

翁
云
ク
、「〔
…
〕
ウ飢

ヘ
タ
ル
時
ハ
、
餓
鬼
ノ
苦
ミ

0

0

0

0

0

ヲ
思
ヤ
リ
テ
、「
増
テ
」
ト
云
フ
。

寒
ク
ア暑
ツ
キ
ニ
付
テ
モ
、
寒
熱
地
獄

0

0

0

0

ヲ
思
事
又
如p

是
。
諸
ノ
苦
ミ
ニ
ア遇

フ
ゴ
ト
ニ
、

イ
ヨ
〳
〵
悪
道
ヲ
オ恐
ソ
ル
。
ム甘
マ
キ
味
ニ
ア遇

ヘ
ル
時
ハ
、
天
ノ
甘
露

0

0

0

0

ヲ
観
ジ
テ
、
執

ヲ
ト止
ヾ
メ
ズ
。
若
タ妙
エ
ナ
ル
色
ヲ
見
、
勝
タ
ル
声
ヲ
キ聞

ヽ
、
カ

芳ウ
バ
シ
キ
香
ヲ
キ聞

ク

時
モ
、「
是
何
ノ
数
ニ
カ
ハ
ア
ラ
ン
。
彼
極
楽
浄
土
ノ

0

0

0

0

0

0

ヨ
装ソ
ヲ
ヒ0

、
物
ニ

0

0

フ触

レ
テ
増

0

0

0

テ
イ
カ
ニ
目
出
カ
ラ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
ト
思
テ
、
此
世
ノ
楽
ニ
フ耽
ケ
ラ
ズ
」
ト
ゾ
云
ケ
ル
。

 

（
二
ウ
）

こ
の
翁
は
、
飢
渇
寒
暑
に
遇
え
ば
餓
鬼
地
獄
の
苦
し
み
ほ
ど
で
な
い
と
思
い
、
甘
味
妙
色

美
声
芳
香
に
遇
え
ば
天
道
浄
土
の
楽
し
み
ほ
ど
で
な
い
と
思
い
、
悪
道
を
恐
れ
快
楽
に
耽

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
、
と
い
う
。
餓
鬼
道
や
地
獄
は
苦
痛
の
地
で
、
天
道
や
浄
土
は

快
楽
の
地
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
蓮
胤
が
地
獄
を
恐
れ
る
の
は
苦
痛
を
厭
う
か
ら
、
そ
し
て

浄
土
を
願
う
の
は
快
楽
を
求
め
る
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

斯
か
る
浄
土
観
は
、
巻
第
五
第
十
三
話
「
貧
男
好w

差
図q

事
」
で
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。

同
話
は
、
家
屋
の
図
面
を
作
っ
て
心
を
慰
め
て
い
た
貧
男
に
つ
い
て
、
話
末
で
斯
く
評
す

る
。

天
上
ノ
楽

0

0

0

0

、
ナ
ヲ
終
ア
リ

0

0

0

0

0

。
ツ

壺
ボ
ノ
ウ
チ
ノ
ス

栖ミ
カ
、
イ
ト
心
ナ
ラ
ズ
。
況
ヤ
、

ヨ由
シ
ナ
ク
有
増
ニ
ム空
ナ
シ
ク
一
期
ヲ
ツ尽

ク
サ
ン
ヨ
リ
モ
、
ネ願
ガ
ハ
ヾ
必
ズ
得
ツ
ベ
キ

安
養
世
界
ノ
快
楽
不
退

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ナ
ル
宮
殿
楼
閣
ヲ
望
メ
カ
シ
。 

（
二
七
ウ
〜
二
八
オ
）

天
道
で
さ
え
楽
し
み
に
限
り
が
あ
る
か
ら
、
快
楽
不
退
の
安
養
世
界
を
願
う
べ
き
だ
、
と

い
う
。
ま
た
、
巻
第
四
第
九
話
「
武
州
入
間
河
沈
水
事
」
の
話
末
評
語
に
も
「
只
不
退
ノ

0

0

0

国0

ニ
生
レ
ヌ
ル
バ
カ
リ
ナ
ン
、
諸
ノ
苦
ミ

0

0

0

0

ニ
ナ
ン
ア遇

ハ
ザ
リ
ケ
ル
」（
二
一
ウ
）
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
蓮
胤
は
、
地
獄
で
の
苦
痛
を
恐
れ
浄
土
で
の
快
楽
を
求
め
て
お
り
、
浄
土
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往
生
の
動
機
に
快
楽
以
上
の
も
の
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
項　

巻
第
六
末
の
厭
離
生
死
と
欣
求
菩
提

　

他
方
の
巻
第
六
末
は
、
一
部
前
掲
し
た
よ
う
に
次
の
文
章
で
始
ま
る
。

静
ニ
過
ヌ
ル
事
ヲ
思
ヘ
バ
、
輪
廻
生
死
ノ

0

0

0

0

0

ア有
リ
サ様
マ
限
リ
モ
ナ
シ

0

0

0

0

0

、
ホ

辺ト
リ
モ
ナ
シ

0

0

0

。

〔
…
〕
今
猶
凡
夫
ノ
ツ
拙タ
ナ
キ
身
ト
シ
テ
出
離
0

0

ノ
期
ヲ
シ知

ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
過
去
ノ

ヲ愚
ロ
カ
ナ
ル
事
ヲ
思
フ
ニ
、
未
来
モ
又
如p

此
コ
ソ
。 

（
二
九
オ
〜
ウ
）

自
分
た
ち
は
過
去
に
際
限
な
く
輪
廻
生
死
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
未
来
も

出
離
は
期
し
難
い
、
と
い
う
。
巻
第
六
末
で
は
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
で
な
く
、
六
道
を
離

れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
厭
わ
れ
て
い
る）10
（

。

　

そ
の
た
め
同
巻
末
の
作
者
は
、や
や
後
方
で
浄
土
往
生
の
動
機
に
つ
い
て
斯
く
述
べ
た
。

行
ヲ
シ
テ
イ何
ヅ
レ
ノ
所
ヲ
可p

願
ト
思
フ
ニ
、
過
去
ニ
経
テ
過
ニ
シ
天
上
ノ
楽
ビ
何

0

0

0

0

0

0

ニ
カ
ハ
セ
ン

0

0

0

0

0

。〔
…
〕
只
此
度
イ
カ
ニ
モ
シ
テ
不
退
ノ
土

0

0

0

0

ニ
至
リ
テ
、
ヤ
ウ
〳
〵
進

ミ
テ
終
ニ
菩
提

0

0

ニ
至
ラ
ン
事
ヲ
ハ励
ゲ
ム
ベ
キ
ナ
リ
。 

（
三
〇
オ
〜
ウ
）

早
ク
不
退
0

0

ニ
至
リ
ヤ易
ス
ク
、
速
ニ
菩
提
0

0

ヲ
得
ベ
キ
道
ヲ
ヲ教
シ
ヘ
給
ヘ
リ
。 （
三
一
オ
）

天
道
も
ま
た
六
道
の
一
つ
で
あ
り
、
た
と
え
生
れ
て
も
楽
し
み
と
な
ら
ず
願
う
に
足
ら
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
不
退
の
浄
土
に
至
り
、
菩
提
を
得
る
た
め
修
道
に
励
む
べ
き
だ
、
と
い

う
。
こ
の
よ
う
に
巻
第
六
末
の
作
者
は
、
蓮
胤
が
求
め
な
か
っ
た
菩
提）11
（

を
浄
土
で
得
よ
う

と
し
て
お
り
、
快
楽
へ
の
志
向
は
全
く
見
え
な
い
。

　

こ
の
浄
土
で
菩
提
を
求
め
る
と
い
う
問
題
意
識
は
、
専
修
念
仏
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。

源
空
は
「
往
生
大
要
鈔
」（『
和
燈
』
巻
第
一
）
と
「
登
山
状
」（『
拾
遺
和
燈
』
巻
中
）
で
、
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

浄
土
門
は
、
ま
づ
こ
の
娑
婆
世
界
を
い厭
と
ひ
す捨

て
ゝ
、
い急
そ
ぎ
て
か
の
極
楽
浄
土

0

0

0

0

に

む生
ま
れ
て
、
か
の
く国
に
ゝ
し
て
仏
道

0

0

を
行
ず
る
也
。 

（
四
九
頁
）

浄
土
門
と
い
ふ
は
、
浄
土
0

0

に
む生
ま
れ
て
、
か彼

処
し
こ
に
し
て
煩
悩
を
断
し
て
菩
提
0

0

に

い至
た
る
也
。 

（
四
二
〇
頁
）

浄
土
門
が
浄
土
往
生
を
願
う
の
は
、
そ
こ
で
仏
道
を
行
じ
菩
提
に
至
る
た
め
だ
、
と
い
う
。

梅
原
猛
が
「
法
然
は
、
そ
こ
に
光
が
溢
れ
、
そ
こ
に
鳥
が
鳴
く
美
し
い
極
楽
浄
土
に
、
ほ

と
ん
ど
関
心
が
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る）12
（

」
と
指
摘
し
た
如
く
、
源
空
に
と
っ
て
浄
土
は
享

楽
で
な
く
修
道
の
地
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、『
発
心
集
』
巻
第
六
末
の
「
此
度
イ

カ
ニ
モ
シ
テ
不
退
ノ
土
ニ
至
リ
テ
、
ヤ
ウ
〳
〵
進
ミ
テ
終
ニ
菩
提
ニ
至
ラ
ン
事
ヲ
ハ励
ゲ
ム

ベ
キ
ナ
リ
」
と
一
致
す
る
。

　

ま
た
源
空
の
専
修
念
仏
に
お
い
て
、
殊
に
地
獄
を
恐
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
地
獄

餓
鬼
畜
生
の
三
悪
道
を
同
じ
く
厭
う
。
こ
れ
は
、
仏
法
に
値
遇
で
き
ず
出
離
生
死
の
期
が

失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
三
悪
道
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
三
道
共
通
の
厭
わ
し
さ
と
比
較

す
れ
ば
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
な
ど
は
問
題
で
な
く
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
巻
第
六
末

の
作
者
は
、
蓮
胤
の
よ
う
に
堕
地
獄
を
殊
に
恐
れ
る
こ
と
が
な
い
。
た
だ
「
一
期
夢
ノ
如

ク
ニ
過
ナ
バ
、
三
途
0

0

マ
眼ナ
コ
ノ
前
ニ
来
ル
ベ
シ
」（
三
二
ウ
）
と
述
べ
、
三
悪
道
に
還
る
こ

と
を
憂
え
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
専
修
念
仏
と
一
致
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蓮
胤
は
地
獄
の
苦
痛
を
恐
れ
て
浄
土
に
快
楽
を
求
め
、
巻
第
六
末
の
作

者
は
輪
廻
生
死
を
厭
い
菩
提
出
離
を
求
め
る
。
浄
土
往
生
を
願
う
こ
と
で
は
同
じ
で
あ
る

が
、
そ
の
動
機
は
蓮
胤
と
巻
第
六
末
の
作
者
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

第
三
節　

浄
土
往
生
の
方
法

　

次
に
本
節
で
検
討
す
る
四
つ
の
相
違
の
後
二
者
は
、
如
何
に
し
て
浄
土
へ
往
生
す
る

か
、
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
項　

蓮
胤
の
道
心
往
生

　

そ
も
そ
も
書
名
に
明
ら
か
な
如
く
、『
発
心
集
』
で
は
発
心
す
な
わ
ち
道
心
の
発
起
が

極
め
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
蓮
胤
は
こ
の
発
心
に
つ
い
て
、「
序
」
で
斯
く
述
べ
た
。

賢
キ
ヲ
見
テ
ハ
、
及
難
ク
ト
モ
コ
ヒ冀
ネ
ガ
フ
縁
ト
シ
、
愚
ナ
ル
ヲ
見
テ
ハ
、
自
ラ
改

ム
ル
媒
ト
セ
ム
ト
ナ
リ
。〔
…
〕
道
ノ
ホ
辺ト
リ
ノ
ア徒
ダ
言
ノ
中
ニ
、
我
一
念
ノ
発
心

0

0

ヲ
楽

0

0

バ
カ
リ
ニ
ヤ
ト
イ
ヘ
リ
。 

（
二
オ
〜
ウ
）

今
日
、「
発
心
ヲ
楽
」
の
「
楽
」
字
は
た
の
し
む

0

0

0

0

と
読
み
、
悦
楽
の
意
に
解
す
る
こ
と
が

通
説
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
前
方
に
あ
る
「
賢
キ
ヲ
見
テ
ハ
」
云
々
の
出
典
は
、

『
論
語
』
里
仁
篇
第
四
に
見
え
る
孔
子
の
言
「
見p

賢
思p

斉
焉
、
見w

不
賢q

而
内
自
省
也
」

で
あ
り
、
儒
者
が
仁
を
求
め
る
よ
う
に
蓮
胤
も
道
心
を
求
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た

貴
志
正
造
が
指
摘
し
た
如
く
、「
説
話
享
受
の
あ
り
方
が
、
長
明
の
場
合
、
少
な
く
と
も
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楽
し
む
と
い
う
態
度
で
な
い
こ
と
は
、
各
話
の
と
り
上
げ
方
と
そ
の
語
り
口
に
十
分
う
か

が
え
る
」
た
め
、「
楽
」
字
は
ね
が
ふ

0

0

0

と
読
み
願
楽
の
意
に
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）13
（

。

　

で
は
何
故
、
蓮
胤
は
道
心
を
渇
望
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
道

心
が
あ
っ
て
も
往
生
で
き
な
か
っ
た
者
や
、
道
心
が
な
く
て
も
往
生
で
き
た
者
は
前
六
巻

に
全
く
登
場
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
心
者
は
往
生
を
遂
げ
る
か
逐

電
渡
海
な
ど
し
て
最
期
が
明
ら
か
で
な
い
か
の
何
れ
か
で
あ
り
、
無
道
心
者
は
全
く
往
生

を
遂
げ
て
い
な
い
。
道
心
が
あ
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
、
な
け
れ
ば
決
し
て
往
生
で
き
な

か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
蓮
胤
は
快
楽
不
退
の
浄
土
に
至
る
た
め
道
心
発
起
を
切
に
願
楽
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

蓮
胤
は
徹
底
し
て
道
心
の
有
無
を
問
題
と
し
た
た
め
、
徹
底
し
て
行
法
の
如
何
を
問
題

と
し
な
か
っ
た
。
桜
井
好
朗
は
「
観
想
や
称
名
の
念
仏
・
法
華
・
観
音
・
不
動
の
諸
信
仰

等
、
大
ま
か
に
い
っ
て
も
発
心
集
に
は
か
な
り
雑
多
な
信
仰
が
混
在
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
が
認
め

ら
れ
る）14
（

」
と
評
し
た
が
、
諸
仏
諸
行
の
共
存
は
編
者
蓮
胤
の
思
想
が
混
乱
し
て
い
た
こ
と

を
意
味
し
な
い
。
信
じ
る
仏
や
修
す
る
行
が
何
で
あ
れ
、
道
心
さ
え
あ
れ
ば
同
じ
く
往
生

を
遂
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
巻
第
六
末
以
外
の
前
六
巻
に
、
弥
陀
の
本
願
念
仏
を
殊
に
重

ん
じ
る
よ
う
な
意
識
は
存
在
し
な
い）15
（

。

　

こ
の
よ
う
な
道
心
往
生
の
思
想
に
よ
り
、
廻
向
も
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
。
如
何
な
る

善
根
功
徳
を
廻
向
し
よ
う
と
も
道
心
が
な
け
れ
ば
決
し
て
往
生
で
き
ず
、
廻
向
し
な
く
と

も
道
心
が
あ
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
た
め
、
蓮
胤
に
は
廻
向
す
べ
き
理
由
が
な
い
。
巻
第

六
末
以
外
の
前
六
巻
で
「
廻
向
」
の
用
例
が
四
つ
と
少
な
く
、
し
か
も
廻
向
往
生
の
実
例

や
勧
励
が
見
え
な
い
こ
と）16
（

は
、
斯
か
る
理
解
を
裏
付
け
る
。

　

蓮
胤
に
と
っ
て
浄
土
往
生
の
方
法
は
発
心
が
す
べ
て
で
あ
り
、
行
法
の
如
何
や
廻
向
の

有
無
な
ど
は
問
題
で
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

第
二
項　

巻
第
六
末
の
本
願
念
仏
と
廻
向
往
生

　

前
項
で
見
た
如
く
、
蓮
胤
に
と
っ
て
は
発
心
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、
特
定
の
行
法
を
殊

に
重
ん
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
巻
第
六
末
で
は
、
道
心
や
そ
の
発
起
へ
の
言
及

が
な
く）17
（

、
只
少
時
ノ
念
仏
ノ
ミ
ゾ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
其
本
願
ニ
ハ

0

0

0

0

0

カ叶
ナ
ヘ
ル

0

0

。〔
…
〕
ミ

自ズ
カ
ラ
ガ
励
ミ
ニ
ハ

難
カ
ル
ベ
ケ
レ
バ
、
仏
ノ
不
思
議
ノ
願
力
ニ
乗
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ガ
故
ニ
、
ス速
ミ
ヤ
カ
ニ
至
ル
事
ヲ

得
也
。 

（
三
一
ウ
）

経
ニ
ト説

ケ
ル
ガ
如
ハ
、
我
等
弥
陀
仏
ヲ
念
ジ
テ
仏
ノ
願
力
ニ
乗
ジ
テ
必
極
楽
ニ
生
ベ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

キ0

事
ヲ
、
六
方
恒
沙
ノ
モ

諸ロ
〳
〵
ノ
仏
、
舌
ヲ
ノ伸

ベ
テ
三
千
界
ニ
ヲ
ホ
ヒ
テ
是
実
ナ

リ
ト
証
明
シ
給
フ
。 

（
三
二
オ
）

と
本
願
の
念
仏
を
修
し
弥
陀
の
願
力
に
乗
ず
る
よ
う
に
力
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で

も
同
巻
末
の
作
者
が
蓮
胤
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

斯
く
も
専
修
念
仏
者
の
作
ら
し
く
見
え
る
巻
第
六
末
を
、
多
く
の
先
行
研
究
は
そ
う
で

な
い
と
判
断
し
て
き
た
。
そ
の
根
拠
は
、
末
尾
に
見
え
る
次
の
一
文
で
あ
る
。

但
、
諸
行
ハ
宿
執
ニ
ヨ
リ
テ
進
ム
。
ミ

自ヅ
カ
ラ
ツ勤
ト
メ
テ
執
シ
テ
、
他
ノ
行
ソ謗
シ
ル

ベ
カ
ラ
ズ
。
一
華
一
香
一
文
一
句
、
皆
西
方
ニ
廻
向
セ
バ

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ヲ同
ナ
ジ
ク
往
生
ノ
業
ト

0

0

0

0

0

0

0

ナ
ル
ベ
シ

0

0

0

0

。〔
…
〕
イ何
ヅ
レ
ノ
行
カ
、
広
大
ノ
願
海
ニ
入
ザ
ラ
ン
ヤ
。 

（
三
三
ウ
）

諸
行
を
修
す
る
こ
と
は
そ
の
人
の
宿
執
に
よ
る
た
め
、
自
行
に
執
し
て
他
行
を
謗
っ
て
は

な
ら
な
い
。
た
と
え
僅
少
で
あ
っ
て
も
供
養
読
経
を
浄
土
に
廻
向
す
れ
ば
、
同
じ
く
往
生

の
業
に
な
る
、
と
い
う
。
石
田
瑞
麿
は
「
こ
れ
は
ま
さ
し
く
『
往
生
要
集
』
の
立
場
で
あ

る
」
と
し
、
源
空
に
つ
い
て
「
か
れ
が
諸
行
を
謗
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
だ
ろ
う
か
」

な
ど
と
疑
っ
て
、
巻
第
六
末
の
思
想
は
専
修
念
仏
と
全
く
異
な
る
と
断
定
し
た）18
（

。
ま
た
桜

井
と
青
山
克
弥
も
、
同
巻
末
に
お
け
る
本
願
念
仏
な
ど
は
専
修
念
仏
で
あ
り
廻
向
往
生
は

そ
う
で
な
い
た
め
矛
盾
し
て
い
る
、
と
解
釈
し
た）19
（

。

　

だ
が
、
廻
向
往
生
は
決
し
て
専
修
念
仏
と
矛
盾
し
な
い
。
松
本
史
朗
が
指
摘
し
た）20
（

よ
う

に
、
源
空
の
『
選
択
集
』
第
二
章
「
善
導
和
尚
立w

正
雑
二
行q

捨w

雑
行q

帰w

正
行q

之
文
」

と
第
十
一
章
「
約-w

対
雑
善q

讃-w

歎
念
仏q

之
文
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

修w

雑
行q

者
、
必
用

0

0w

廻
向

0

0q

之
時

0

0

、
成0w

往
生
之
因

0

0

0

0z

若
不p

用w

廻
向q

之
時
、
不p

成w

得
往
生
之
因z

 

（
二
六
一
頁
）

念
仏
0

0

者
捨p

命
已
後
、
決
定
往

0

0

0-w

生0

極
楽
世
界z

余
行
不

0

0

0p

定0

。 

（
二
七
五
頁
）

と
の
私
釈
が
あ
り
、
廻
向
す
れ
ば
諸
行
往
生
で
き
、
諸
行
往
生
は
不
確
実
な
が
ら
可
能
だ

と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
専
修
念
仏
で
は
本
願
念
仏
だ
け
が
往
生
を
可
能
に
す
る
の
で
な

く
、
こ
れ
だ
け
が
往
生
を
確
実
に
す
る
。
そ
の
た
め
、
本
願
念
仏
以
外
の
余
行
を
廻
向
し

て
も
不
確
実
な
が
ら
往
生
は
可
能
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
廻
向
を
問
題
と
し
な
い
蓮
胤
の
思
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想
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
巻
第
六
末
に
お
け
る
本
願
念
仏
の
勧
励
と
廻
向
往
生
の
認
許
も
ま
た
、

そ
の
作
者
が
蓮
胤
で
な
く
専
修
念
仏
者
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
し
て
い
る
。

第
四
節　

巻
第
二
末
の
由
来

　

前
節
ま
で
、
巻
第
六
末
に
は
専
修
念
仏
の
思
想
が
顕
著
で
あ
り
、
蓮
胤
の
作
と
見
ら
れ

な
い
こ
と
を
論
証
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
巻
第
二
末
も
ま
た
専
修
念
仏
者
の
作
で
あ
り
、

こ
れ
が
本
来
裏
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

第
一
項　

不
審
箇
所

　

今
日
伝
存
の
巻
第
二
は
凡
そ
十
三
話
あ
り
、
第
十
一
話
「
或
上
人
不p

値w

客
人q

事
」

の
話
末
五
行
は
そ
の
前
で
改
行
さ
れ
て
一
字
下
げ
ら
れ
、
次
の
如
く
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
坐
禅
三
昧
経
』
云
、

「
今
日
営w

此
事a

明
日
造w

彼
事a

楽
著
不p

観p
苦
、
不p

覚w

死
賊

至q

」
云
云
。
世
中
ニ
ア
ル
人
、
サ流

石
ス
ガ
ニ
後
世
ヲ
思
ザ
ル
ナ
シ
。
ケ今

日ウ

ハ
此
事
ヲ
セ
ン
、
ア明

日ス
ハ
彼
事
ヲ
営
マ
ム
ト
思
フ
ホ
ド
ニ
、
無
常
ノ

カ
敵タ
キ
ノ
漸
近
ヅ
キ
テ
、
命
ヲ
失
事
ヲ
バ
知
ザ
ル
也
。

 

（
字
下
げ
改
行
マ
マ
、
二
三
ウ
〜
二
四
オ
）

世
人
は
今
日
明
日
の
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
、
無
常
の
死
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

い
、
と
い
う
。
こ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
、
期
せ
ず
し
て
命
終
し
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
を
恐
怖

し
た
文
と
も
解
釈
で
き
る
。
だ
が
出
典
の
『
坐
禅
三
昧
経
』
で
は
、
や
や
後
方
に
「
死
賊

不p

待p

時
、
至
則
無w

脱
縁

0

0q

」、「
悉
応e

早
捨
離
、
一
心
求w

涅
槃

0

0q

」
と
あ
り
（
二
七
〇
頁
）、

生
死
を
厭
い
菩
提
を
求
め
る
専
修
念
仏
と
一
致
す
る
。
し
か
も
、
前
六
巻
の
評
語
で
仏
典

の
文
が
漢
文
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
こ
と
巻
第
六
末
の
み
で
あ
り）21
（

、
同
一
人
物

の
作
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
改
行
さ
れ
一
字
下
げ
ら
れ
た
話
末
五
行
に
つ
い
て
、
野
村
八
良
は
「
後
人
の
裏
書

0

0

0

0

0

若
し
く
は
加
筆
の
混
入
か）22
（

」
と
疑
い
、
永
積
安
明
も
「〔『
発
心
集
』
で
…
引
用
者
註
〕
か
ゝ

る
書
き
方
は
他
に
例
が
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
か
う
い
ふ
書
き
方
が
、
多
く
の
場
合
、
裏0

書0

記
入
を
示
す
形
で
あ
る
事
は
、
誰
も
認
め
る
で
あ
ら
う）23
（

」
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
巻
第

二
第
十
一
乃
至
第
十
三
話
の
三
話
は
、
五
巻
本
で
巻
第
二
第
十
四
話
「
或
ル
上
人
客
人
ニ

不p

会
事
」
の
一
話
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
永
積
の
よ
う
に
、
第
十
一
話
の
「『
坐
禅

三
昧
経
』
云
」
云
々
と
第
十
二
、
第
十
三
話
は
本
来
一
体
の
裏
書
で
あ
り
、
後
に
書
写
の

過
程
で
本
文
に
攙
入
し
、
三
分
さ
れ
内
題
が
付
け
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る）24
（

。
本
稿
で

は
、
こ
の
五
行
と
二
話
を
「
巻
第
二
末
」
と
称
す
る
。

　

ま
た
第
十
二
話
「
舎
衛
国
老
翁
不p

顕w

宿
善q

事
」
と
第
十
三
話
「
善
導
和
尚
見p

仏
事
」

は
、
天
竺
舎
衛
国
の
翁
と
唐
の
道
綽
善
導
に
つ
い
て
の
説
話
で
あ
る
。
や
は
り
永
積
が
指

摘
し
た）25
（

よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
異
域
説
話
は
蓮
胤
が
「
序
」
で
示
し
た
次
の
編
纂
方
針
に

違
反
し
て
い
る
。

ハ
儚カ
ナ
ク
見
事
、
聞
事
ヲ
註
ア集
ツ
メ
ツ
ヽ
、
シ忍
ノ
ビ
ニ
座
ノ
右
ニ
ヲ置

ケ
ル
事
ア
リ
。

〔
…
〕
今
此
ヲ
云
ニ
、
天
竺
震
旦
ノ
伝
聞
ハ

0

0

0

0

0

0

0

0

、
遠
ケ
レ
バ

0

0

0

0

カ書

ヽ
ズ
0

0

。
仏
菩
薩
ノ
因
縁
ハ
、

分
ニ
タ堪

ヘ
ザ
レ
バ
是
ヲ
残
セ
リ

0

0

0

0

0

。
唯
我
国
ノ
人
ノ
耳
近
ヲ
先
ト
シ
テ
、
承
ハ
ル
言
ノ

葉
ヲ
ノ
ミ
註
ス
。 

（
二
オ
）

こ
れ
ま
で
見
聞
を
採
集
し
て
き
た
が
、
天
竺
震
旦
の
伝
聞
は
遠
い
た
め
書
か
ず
、
仏
菩
薩

の
因
縁
は
分
に
堪
え
な
い
た
め
残
し
て
お
い
た
、
と
い
う
。
前
六
巻
で
こ
の
編
纂
方
針
に

違
反
し
た
異
域
説
話
は
巻
第
二
末
の
第
十
二
、
第
十
三
話
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
当
初

『
発
心
集
』
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

第
二
項　

異
域
説
話
の
作
者

　

後
に
分
立
さ
れ
て
第
十
二
、
第
十
三
話
と
な
っ
た
異
域
説
話
も
ま
た
、
本
来
は
第
十
一

話
の
話
末
五
行
と
同
じ
く
専
修
念
仏
者
に
よ
る
裏
書
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

異
域
説
話
が
専
修
念
仏
者
の
裏
書
で
あ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
作
者
は
蓮
胤
で
な
い

と
臆
断
す
べ
き
で
な
い
。

　
「
序
」
に
「
ハ
儚カ
ナ
ク
見
事
、
聞
事
ヲ
註
ア集
ツ
メ
ツ
ヽ
、
シ忍
ノ
ビ
ニ
座
ノ
右
ニ
ヲ置

ケ
ル

事
ア
リ
」
と
あ
る
如
く
、
蓮
胤
は
「
天
竺
震
旦
ノ
伝
聞
」
を
当
初
か
ら
書
か
な
か
っ
た
の

で
な
く
、
書
い
た
も
の
の
対
句
に
な
っ
て
い
る
「
仏
菩
薩
ノ
因
縁
」
と
同
じ
く
除
外
し
、

『
発
心
集
』
に
収
め
な
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
天
竺
震
旦
の
説
話
は
収
録
さ
れ
な
か
っ

た
だ
け
で
、
蓮
胤
草
庵
の
筐
底
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
専
修
念
仏

者
は
蓮
胤
の
死
後
、
草
庵
か
ら
『
発
心
集
』
原
本
と
と
も
に
異
域
説
話
な
ど
を
発
見
し
、



W
A

SED
A

 R
ILA

S JO
U

R
N

A
L

（104）349

「『
坐
禅
三
昧
経
』
云
」
云
々
の
感
懐
と
と
も
に
舎
衛
国
老
翁
と
道
綽
善
導
に
つ
い
て
の
二

話
を
紙
背
に
転
写
し
た
、
と
い
う
こ
と
も
有
り
得
な
く
な
い
。

　

二
話
の
前
者
た
る
第
十
二
話
は
、
釈
迦
が
舎
衛
国
の
醜
く
賤
し
い
老
翁
に
つ
い
て
、
も

し
前
世
で
「
此
世
」
を
祈
れ
ば
同
国
有
数
の
「
長
者
」
と
な
り
、
も
し
「
出
離
」
や
「
得

脱
」、「
証
果
」
に
志
せ
ば
「
羅
漢
」
な
ど
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、「
愚
ニ
0

0

モ
懶ノ
ウ
ク0

シ
テ
0

0

、〔
…
〕
今
ツ

拙タ
ナ
キ
身
ト
シ
テ
、
受
ガ難
タ
キ
人
界
ノ
生
ヲ
空

0

0

0

ス過

ゴ
シ
ツ
ル
也

0

0

0

0

0

」
と

憐
れ
ん
だ
も
の
で
あ
る
（
二
四
ウ
）。
第
二
節
第
二
項
で
見
た
如
く
、
出
離
や
得
脱
、
証
果

を
求
め
る
こ
と
は
専
修
念
仏
と
親
和
す
る
も
の
の
、富
貴
を
求
め
る
こ
と
は
そ
う
で
な
い
。

　

ま
た
、
同
話
の
話
末
評
語
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

我
タ
マ
〳
〵
『
法
華
経

0

0

0

』
ニ
値
0

0

タ
奉テ
マ
ツ
リ0

、
弥
陀
仏
ノ
悲
願
ヲ
聞
ナ
ガ
ラ
、
ツ勤
ト

メ
行
ズ
シ
テ
、
徒
ニ
ア
タ
ラ
月
日
ヲ

0

0

0

0

0

0

0

0

ス過

ゴ
ス
0

0

。
露
モ
タ違
ガ
ハ
ズ
、
乞
者
ノ
ヲ

翁キ
ナ
也
。

 

（
二
五
オ
）

こ
こ
で
『
法
華
経
』
と
弥
陀
四
十
八
願
へ
の
値
遇
を
悦
ん
で
い
る
が
、
同
経
は
本
話
の
内

容
と
全
く
関
連
し
な
い
。
専
修
念
仏
者
が
理
由
な
く
『
法
華
経
』
に
言
及
し
た
と
は
考
え

難
く
、
し
か
も
「
徒
ニ
ア
タ
ラ
月
日
ヲ
ス過

ゴ
ス
」
と
い
う
文
は
「
方
丈
記
」
の
「
イ
カ
ヾ

要
ナ
キ
タ楽
ノ
シ
ミ
ヲ
ノ延

ベ
テ
、
ア
タ
ラ
時
ヲ

0

0

0

0

0

ス過

グ
サ
ム

0

0

0

」（
二
八
頁
）
と
近
似
す
る
。
そ
の

た
め
本
話
は
蓮
胤
の
作
で
あ
り
、
何
の
志
も
な
く
偸
安
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
趣
旨
で

あ
っ
た
が
、
専
修
念
仏
者
は
欣
求
菩
提
の
文
言
な
ど
に
共
感
し
て
紙
背
に
転
写
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
後
者
の
第
十
三
話
は
、
浄
土
宗
の
先
師
と
さ
れ
る
道
綽
と
善
導
に
つ
い
て
の
説

話
で
あ
り
、
専
修
念
仏
者
と
し
て
は
当
然
拾
遺
し
た
く
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
話
の
作

者
は
、
浄
土
往
生
の
条
件
と
し
て
「
志
深
シ
テ
怠
ズ
」（
二
五
ウ
）
と
い
う
一
事
を
挙
げ
る

の
み
で
、
弥
陀
念
仏
の
専
修
に
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
本
話
も
ま
た
蓮
胤
が
作
り

専
修
念
仏
者
が
写
し
た
も
の
だ
と
見
て
よ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
巻
第
二
末
の
異
域
説
話
は
、
明
ら
か
に
編
集
方
針
に
違
反
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
思
想
や
文
章
は
蓮
胤
の
作
と
し
て
疑
わ
し
く
な
い）26
（

。
二
話
は
本
来
蓮
胤
の
作
で

あ
り
、
専
修
念
仏
者
が
「『
坐
禅
三
昧
経
』
云
」
云
々
と
と
も
に
裏
書
し
た
も
の
が
本
文

に
攙
入
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
不
審
は
解
消
さ
れ
よ
う
。

第
五
節　

専
修
念
仏
者
の
比
定

　

前
節
で
は
、
巻
第
二
末
は
専
修
念
仏
者
に
よ
る
裏
書
が
攙
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

論
証
し
た
。
巻
第
二
末
と
巻
第
六
末
が
同
一
の
専
修
念
仏
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か

も
前
者
が
本
来
裏
書
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
後
者
も
ま
た
そ
う
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本

節
で
は
、
こ
れ
ら
を
紙
背
に
記
し
た
専
修
念
仏
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
仮
説
を
示

す
。

第
一
項　

蓮
胤
遺
友
の
禅
寂

　

問
題
の
専
修
念
仏
者
を
特
定
す
る
た
め
に
着
目
す
べ
き
は
、
巻
第
六
末
の
前
方
に
見
え

る
次
の
文
章
で
あ
る
。

大
方
、
諸
仏
菩
薩
ト
申
モ
本
ハ
凡
夫
ナ
リ
。
我
等
ガ
父
母
ト
モ
成

0

0

0

0

0

0

0

0

、
妻
子
眷
属
ト
モ

0

0

0

0

0

0

タ互
ガ
ヒ
ニ
成
給
ヒ
ケ
ン

0

0

0

0

0

0

0

。
サ
レ
ド
、
カ彼
レ
ハ
賢
ク
勤
ヲ

行コ
ナ
ヒ
テ
、
既
ニ
三
界
ヲ
出

給
ヘ
リ
。
我
等
ハ
信
ナ
ク
行
ナ
カ
リ
シ
カ
バ
、
生
死
ノ
ス巣

守
モ
リ
ト
シ
テ
、
昔
ノ
結
縁

ノ
ユ
ヘ
ニ
、
僅
ニ
御
名
ヲ
キ聞

ヽ
誓
ヲ
仰
グ
事
ヲ
得
タ
リ
。
今0

、
幸
ニ
肩

0

0

0

ナ並
ラ
ベ
タ
ル

0

0

0

人
ノ
0

0

ツ勤
ト
メ
行
テ
生
死
ヲ
離
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

ニ
モ
、
又
オ後
ク
レ
ナ
ン
ト
ス
。 

（
二
九
ウ
〜
三
〇
オ
）

こ
の
出
典
と
し
て
は
、
源
信
『
往
生
要
集
』
巻
上
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
に
も
引
用
さ

れ
た
、『
心
地
観
経
』
の
「
有
情
輪
廻
生w

六
道a

猶
如e

車
輪
無w

始
終z

或
為

0

0w

父
母

0

0q

為0w

男
女

0

0a

世
世
生
生
互
有

0

0

0

0

0

0p

恩0

」（
三
〇
二
頁
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
問
題
は
、
今
幸
い

に
生
死
を
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
肩
ナ並
ラ
ベ
タ
ル
人
」
と
は
誰
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

巻
第
六
末
の
作
者
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
三
界
を
出
て
諸
仏
菩
薩
と
な
っ
た
嘗
て
の
父
母

や
妻
子
、
眷
属
た
ち
と
異
な
り
、
こ
の
「
肩
ナ並
ラ
ベ
タ
ル
人
」
は
今
将
に
生
死
を
離
れ
よ

う
と
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ
を
桜
井
好
朗
は
、
蓮
胤
が
「「
肩
を
な
ら
べ
た
る
」
か
つ

0

0

て
の
法
友
で
あ
っ
た
大
原
の
聖
た
ち

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
も
と
り
残
さ
れ
て
ゆ
く
愁
い
を
述
べ
て
い
る）27
（

」

と
解
釈
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
論
証
し
て
き
た
よ
う
に
同
巻
末
は
蓮
胤
で
な
く
専
修
念
仏
者

の
作
で
あ
る
。
し
か
も
、
肩
を
並
べ
た
人
々
0

0

や
輩0

で
な
く
「
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
た

め
、不
特
定
の
多
数
で
な
く
特
定
の
人
物
を
指
す
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。恐
ら
く
「
肩

ナ並
ラ
ベ
タ
ル
人
」
と
は
亡
き
蓮
胤
で
あ
り
、
作
者
は
そ
の
将
に
生
死
を
離
れ
よ
う
と
し
て
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い
る
こ
と
を
偲
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
巻
第
六
末
の
作
者
は
蓮
胤
と
親
交
が
あ
り
、
そ
の
死
を
偲
ん
だ
専

修
念
仏
者
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
条
件
に
最
も
よ
く
合
う
の
は
、
蓮
胤

の
道
友
た
る
如
蓮
房
禅
寂
日
野
長
親）28
（

（
未
詳
〜
仁
治
元
年
﹇
１
２
４
０
﹈）
で
あ
る
。
禅
寂
は
、

『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
出
家
し
て
日
野
に
外
山
院
を
建
立
し
た
「
源
空
上
人
弟
子
」
で

あ
っ
た
ら
し
く
（
第
二
篇
、
二
三
五
頁
）、
源
空
の
「
七
箇
条
制
誡
」（
元
久
元
年
﹇
１
２
０
４
﹈

十
一
月
七
日
付
）
に
も
副
署
が
見
え
る
。
桜
井
は
「
長
明
が
、
単
独
で
日
野
の
外
山
に
隠
栖

で
き
る
は
ず
は
な
く
、
日
野
家
と
く
に
禅
寂
の
配
慮
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
っ
た
と

考
え
る
の
が
、
自
然
で
あ
ろ
う）29
（

」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

先
行
研
究
で
も
、
専
修
念
仏
の
顕
著
な
『
発
心
集
』
巻
第
六
末
に
つ
い
て
、
桜
井
は
「
禅

寂
を
な
か
だ
ち
と
し
た
、
大
原
の
念
仏
聖
た
ち）30
（

」
が
増
補
し
た
の
で
な
い
か
と
疑
い
、
三

田
全
信
は
「
あ
る
い
は
後
人
の
挿
入
か
も
知
れ
な
い
が
、
禅
寂
の
口
述
を
長
明
が
筆
記
し

た
も
の
か
も
知
れ
な
い）31
（

」
と
見
て
い
た
。
し
か
し
巻
第
六
末
が
蓮
胤
の
死
を
偲
ぶ
文
章
で

あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
作
者
候
補
か
ら
禅
寂
を
除
外
す
べ
き
理
由
は
な
く
な
る
。

第
二
項　

禅
寂
「
月
講
式
」
と
の
近
似

　

蓮
胤
最
晩
年
に
お
け
る
禅
寂
と
の
交
わ
り
は
、
蓮

胤
が
誂
え
て
禅
寂
が
草
し
た
「
月
講
式
」（
建
保
四
年

﹇
１
２
１
６
﹈
七
月
十
三
日
付
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

禅
寂
は
、
月
を
賞
玩
し
て
已
ま
な
か
っ
た
蓮
胤
か
ら

講
式
を
草
す
る
よ
う
に
嘱
さ
れ
た
が
、
自
然
と
懈
怠

し
て
し
ま
い
、
未
だ
果
た
さ
ず
し
て
蓮
胤
に
後
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
後
悔
噬
臍
し
な
が
ら
も
、
蓮

胤
の
素
意
に
答
え
る
た
め
講
式
を
草
し
た
と
い
う）32
（

。

　

先
行
研
究
で
は
殆
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な
い）33
（

が
、

こ
の
禅
寂
「
月
講
式
」
は
少
な
く
と
も
蓮
胤
『
発
心

集
』
前
六
巻
と
五
箇
所
で
文
言
が
近
似
す
る
。
そ
の

対
応
関
係
を
図
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

ニ
ー
ル
ス
・
ギ
ュ
ル
ベ
ル
ク
が
詳
細
に
考
証
し
た

如
く
、「
月
講
式
」
に
は
何
ら
か
の
出
典
の
あ
る
表
現
が
多
い）34
（

。
そ
の
た
め
、
も
し
近
似

す
る
箇
所
が
一
両
で
あ
れ
ば
、
た
だ
の
偶
然
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
近

似
が
五
箇
所
、
思
想
と
関
係
の
な
い
「
幸
ニ
肩
ナ並
ラ
ベ
タ
ル
人
ノ
ツ勤
ト
メ
行
テ
生
死
ヲ
離

ン
」「
彼
蓮
胤
上
人
之
得
脱
」
の
一
箇
所
を
除
外
し
て
も
四
箇
所
あ
る
こ
と
は
、
た
だ
の

偶
然
や
生
前
の
親
交
に
よ
る
も
の
と
考
え
難
い
。
こ
れ
は
、
禅
寂
が
「
月
講
式
」
を
草
し

た
当
時
す
で
に
蓮
胤
の
『
発
心
集
』
を
読
ん
で
お
り
、
ま
た
そ
の
頃
に
巻
第
六
末
の
文
章

も
作
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
、
禅
寂
が
亡
き
蓮
胤
の
素
意
に
答
え
得
脱
に
資
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の

遺
意
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
正
し
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
月
講
式
」

に
蓮
胤
へ
の
配
慮
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
も
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い

る
）
35
（

。
ま
た
二
人
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
蓮
胤
の
死
後
、
遺
品
整
理
に
禅
寂
が
関
与
し
て
『
発

心
集
』
を
発
見
し
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
有
り
得
る
。「
月
講
式
」
の
表
現
が
凡
そ
五

箇
所
、
右
の
一
箇
所
を
除
い
て
も
四
箇
所
で
『
発
心
集
』
の
そ
れ
と
近
似
し
て
い
る
こ
と

は
、
二
箇
所
は
禅
寂
が
『
発
心
集
』
を
読
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
り
、
二
箇
所
は
禅
寂
が
巻

対
応
表

『
発
心
集
』
前
六
巻

禅
寂
「
月
講
式
」

人
一
期
ス
グ
ル
間
ニ
、
思
ト
思
ワ
ザ
、
悪
業
ニ
非
ト
云
事
ナ
シ
。

 

（
巻
第
一
「
序
」）

云p

楽
云p

愁
、
遠-w

離
解
脱z

愛p

之
翫p

之
、
無p

非w

妄
念z

 

（
第
二
段
第
三
節
「
明w

懺
悔
発
願q

」）

ク
ラ
キ
ヨ
リ
闇
キ
道
ニ
ゾ
入
ヌ
ベ
キ
遥
ニ
テ
ラ
セ
山
ノ
端
ノ
月

 
（
あ
る
遊
女
の
歌
、
巻
第
六
第
十
話
）

自p

昔
至p

今
、
依w

雪
月
花q

貽w

妄
念a

翫w

琴
詩
酒q

動q

邪
思q

之
輩
、
皆
離w

従p

冥
入p

冥
之
苦a

互
得w

従p

明
移p

明
之
楽z

 

（
第
二
段
第
三
節
「
明w

懺
悔
発
願q

」）

今
、
幸
ニ
肩
ナ
ラ
ベ
タ
ル
人
ノ
ツ
ト
メ
行
テ
生
死
ヲ
離
ン
ニ
モ
、

又
オ
ク
レ
ナ
ン
ト
ス
。 

（
巻
第
六
末
）

仍
以w

此
講
演
所p

生
之
善
根a

資w

彼
蓮
胤
上
人
之
得
脱z

 

（
第
三
段
「
明w

廻
向q

」）

但
、
諸
行
ハ
宿
執
ニ
ヨ
リ
テ
進
ム
。 

（
巻
第
六
末
）

抑
仏
種
従p

縁
起
、
回
向
文又
イ

宜p

然
。 

（
第
三
段
「
明w

廻
向q

」）

水
ハ
溝
ヲ
タ
ヅ
ネ
テ
ナ
ガ
ル
。
更
ニ
草
ノ
露
木
ノ
シ
ル
ヲ
キ
ラ
フ

事
ナ
シ
。
善
ハ
心
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
テ
趣
ク
。
イ
ヅ
レ
ノ
行
カ
、
広
大

ノ
願
海
ニ
入
ザ
ラ
ン
ヤ
。 
（
巻
第
六
末
）

清
浄
之
善
根
、
定
増-w

益
威
光a

々
々
若
増
益
、
善
根
随
広
大
。

譬
如i

花
匂
随p

風
芬-w

郁
万
方a

水
流
入p

海
和-u

合
一
味n

 

（
第
三
段
「
明w

廻
向q

」）

※ 

第
二
上
段
の
原
歌
は
『
拾
遺
集
』
巻
第
廿
「
哀
傷
」
に
あ
る
和
泉
式
部
の
詠
。
同
下
段
の
「
従p

冥
入p

冥
」
の
出
典
は
『
法
華
経
』
化

城
喩
品
第
七
の
「
従p

冥
入w

於
冥q

」。
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第
六
末
の
文
章
を
作
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

結
語

　

以
上
本
稿
で
は
、『
発
心
集
』
巻
第
六
末
の
思
想
な
ど
に
着
目
し
、
こ
れ
と
巻
第
二
末

が
本
来
後
人
の
裏
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。

　

巻
第
六
末
は
、
厭
離
生
死
と
欣
求
菩
提
、
本
願
念
仏
、
廻
向
往
生
と
い
う
四
つ
の
思
想

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
蓮
胤
の
恐
堕
地
獄
と
欣
求
快
楽
、
道
心
往
生
と
齟
齬
し
、
法

然
房
源
空
の
専
修
念
仏
と
一
致
す
る
。
そ
の
た
め
、
巻
第
六
末
が
専
修
念
仏
者
に
よ
る
作

文
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

ま
た
、
巻
第
二
の
第
十
一
話
末
尾
五
行
と
第
十
二
、
第
十
三
話
も
専
修
念
仏
者
に
よ
る

増
補
で
あ
っ
た
ろ
う
。
第
十
一
話
の
「『
坐
禅
三
昧
経
』
云
」
以
下
五
行
は
そ
の
前
に
改

行
が
あ
っ
て
一
字
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
来
裏
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
巻
第
六
末

と
同
じ
く
仏
典
の
文
を
漢
文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
は
同
一
の
専

修
念
仏
者
に
よ
る
作
文
と
見
て
よ
い
。
第
十
二
、
第
十
三
話
の
異
域
説
話
は
専
修
念
仏
の

思
想
と
親
和
し
つ
つ
も
一
致
し
な
い
た
め
、
蓮
胤
が
作
っ
て
収
め
な
か
っ
た
説
話
を
専
修

念
仏
者
が
紙
背
に
転
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

巻
第
六
末
で
蓮
胤
の
死
を
偲
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
問
題
の
専
修
念
仏
者
は
源
空
の
遺

弟
に
し
て
蓮
胤
の
遺
友
た
る
如
蓮
房
禅
寂
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
生
前
親
交
の
深

か
っ
た
禅
寂
で
あ
れ
ば
、
蓮
胤
の
遺
品
整
理
で
『
発
心
集
』
を
発
見
し
、
読
後
の
感
懐
な

ど
を
書
き
添
え
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
有
り
得
る
。
こ
の
推
測
は
、
禅
寂
が
蓮
胤
の
没

後
卅
四
日
付
で
草
し
た
「
月
講
式
」
に
、『
発
心
集
』
と
近
似
す
る
表
現
が
複
数
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
補
強
さ
れ
よ
う
。

　

な
お
、
先
行
研
究
で
後
人
の
増
補
で
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
巻
第
四
末
と
後
二
巻
に

つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

註
本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓

点
や
傍
点
、
傍
記
、
括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
き
、
割
註
を
山
括
弧
で
示
し
た
。
な
お
、『
発

心
集
』
慶
安
四
年
版
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
本
も
適
宜
参
照
し
た
。

「
月
講
式
」
陽
明
文
庫
本
、『
発
心
集
』
慶
安
四
年
版
（
八
巻
本
）、
同
神
宮
文
庫
本
（
五
巻
本
）
…

鴨
長
明
全
集
（
貴
重
本
刊
行
会
）。『
坐
禅
三
昧
経
』、『
心
地
観
経
』
…
大
正
新
修
大
蔵
経
。『
論
語
』

…
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）。『
往
生
要
集
』、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
…
日
本
思
想
大
系
（
岩
波

書
店
）。「
方
丈
記
」
大
福
寺
本
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）。『
西
指
』（
高
田
本
『
西

方
指
南
抄
』）、『
拾
遺
和
燈
』（
元
亨
版
『
拾
遺
和
語
燈
録
』）、『
和
燈
』（
元
亨
版
『
和
語
燈
録
』）

…
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
（
平
楽
寺
書
店
）。『
尊
卑
分
脈
』
…
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文

館
）。

（
1
）　

永
積
安
明
「
長
明
発
心
集
考
」（﹇
初
出
１
９
３
３
﹈、『
中
世
文
学
論
』
鎌
倉
時
代
篇
﹇
改
版
﹈、

日
本
評
論
社
、
１
９
４
６
﹇
初
版
１
９
４
４
﹈）
な
ど
参
照
。

（
2
）　

簗
瀬
一
雄
「
発
心
集
研
究
序
説
」（﹇
初
出
１
９
３
８
﹈、『
発
心
集
研
究
』﹇『
簗
瀬
一
雄
著
作
集
』

三
﹈、
加
藤
中
道
館
、
１
９
７
５
）
参
照
。

（
3
）　

野
村
八
良
『
鎌
倉
時
代
文
学
新
論
』
増
補
、
明
治
書
院
、
１
９
２
６
（
初
版
１
９
２
２
）、
三

〇
四
頁
。

（
4
）　

橘
純
孝
「
長
明
発
心
集
私
見
（
上
）」、『
国
語
と
国
文
学
』
一
二
‐
一
一
、
１
９
３
５
、
七
二
頁
。

（
5
）　

稀
有
な
例
外
と
し
て
貴
志
正
造
は
、「
跋
と
は
書
物
成
立
の
由
来
・
経
過
・
完
成
日
時
等
の
記

録
で
あ
っ
て
、〔
…
〕
評
論
的
文
章
で
は
な
い
。
古
来
序
の
あ
る
文
集
に
跋
は
付
け
な
い
の
が
一

般
で
」
云
々
と
述
べ
、
跋
と
称
す
る
こ
と
の
不
当
を
指
摘
し
て
い
る
（「『
発
心
集
』
総
説
」、
西

尾
光
一
・
貴
志
編
『
中
世
説
話
集
』﹇『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
』
二
三
﹈、
角
川
書
店
、
１
９
７
７
、

一
三
五
頁
）。

（
6
）　

簗
瀬
一
雄
「
発
心
集
研
究
序
説
」（
前
掲
）、
三
三
〜
四
頁
。

（
7
）　

石
田
瑞
麿
「
長
明
ノ
ー
ト
│
│
『
方
丈
記
』
と
『
発
心
集
』
│
│
」（﹇
第
二
章
、
初
出
１
９
７

２
﹈、『
仏
教
と
文
学
』﹇『
日
本
仏
教
思
想
研
究
』
五
﹈、
法
蔵
館
、
１
９
８
７
）
参
照
。

（
8
）　

青
山
克
弥
「『
発
心
集
』
の
信
仰
態
度
小
考
│
│
巻
六
後
置
跋
文
の
再
検
討
│
│
」（
第
一
部
第

五
章
、
初
出
１
９
８
１
、
８
４
）、『
鴨
長
明
の
説
話
世
界
』、
桜
楓
社
、
１
９
８
４
、
九
一
頁
。

（
9
）　

松
本
史
朗
「
選
択
本
願
念
仏
説
と
悪
人
正
因
説
│
│
平
雅
行
氏
の
所
論
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」

（﹇
第
一
章
、
初
出
１
９
９
８
﹈、『
法
然
親
鸞
思
想
論
』、
大
蔵
出
版
、
２
０
０
１
）、
本
庄
良
文
「
法

然
に
よ
る
諸
行
往
生
の
「
否
定
」
│
│
論
点
の
整
理
│
│
」（
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
編
『
法
然

仏
教
と
そ
の
可
能
性
│
│
法
然
上
人
八
〇
〇
年
大
遠
忌
記
念
│
│
』、
仏
教
大
学
、
２
０
１
２
）、

拙
稿
「
法
然
房
源
空
の
思
想
」（﹇
第
四
章
、
初
出
２
０
１
０
﹈、『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』、

思
文
閣
出
版
、
２
０
１
３
）
な
ど
参
照
。
今
日
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
拙
著
『
摂
関

院
政
期
思
想
史
研
究
』
翼
増
三
章
│
│
再
び
平
雅
行
「
破
綻
論
」
な
ど
に
答
う
│
│
」（『
論
叢
ア

ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
二
三
、
２
０
１
４
、
第
二
章
第
二
節
第
三
項
）
参
照
。

（
10
）　

厭
離
生
死
へ
の
言
及
は
、
偶
数
巻
末
以
外
の
前
六
巻
で
三
つ
あ
る
。
し
か
し
、
巻
第
一
第
十
一

話
「
高
野
辺
上
人
偽
儲w

妻
女q

事
」
は
あ
る
聖
の
妻
の
（
二
六
オ
）、
巻
第
二
第
十
一
話
「
或
上

人
不p
値w
客
人q

事
」
は
あ
る
聖
の
（
二
三
ウ
）、
そ
し
て
巻
第
五
第
七
話
「
少
納
言
統
理
遁
世
事
」

は
僧
賀
の
（
一
五
ウ
）
発
言
で
あ
り
、
評
語
で
の
用
例
が
な
い
た
め
蓮
胤
に
そ
の
よ
う
な
意
識
が

あ
っ
た
と
は
見
得
な
い
。

（
11
）　
「
菩
提
」
の
用
例
は
、
偶
数
巻
末
以
外
の
前
六
巻
で
四
つ
あ
る
。
し
か
し
、
巻
第
三
第
七
話
「
書
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写
山
客
僧
断
食
往
生
事
〈
不p

可p

謗w

如p

此
行q

事
〉」
は
『
法
華
経
』
か
ら
の
引
文
（
一
四
オ
）、

巻
第
四
第
五
話
「
肥
州
僧
妻
為p

魔
事
〈
可p

恐w

悪
縁q

事
〉」
は
悪
魔
の
発
言
（
一
〇
オ
）、
巻
第

五
第
八
話
「
中
納
言
顕
基
出
家
籠
居
事
」
は
源
顕
基
の
人
物
描
写
（
一
六
オ
）、
そ
し
て
巻
第
六

第
一
話
「
証
空
替w

師
命q

事
」
は
証
空
阿
闍
梨
の
発
言
（
三
オ
）
で
あ
り
、
評
語
で
の
用
例
が
な

い
た
め
蓮
胤
が
こ
れ
を
求
め
て
い
た
と
は
見
得
な
い
。

（
12
）　

梅
原
猛
『
法
然
の
哀
し
み
』
上
、
小
学
館
、
２
０
０
４
（
初
刊
２
０
０
０
）、
三
四
三
頁
。

（
13
）　

貴
志
正
造
「
ひ
じ
り
と
説
話
文
学
│
│
『
発
心
集
』
の
世
界
│
│
」、
永
井
義
憲
・
貴
志
編
『
中

世
』
一
（『
日
本
の
説
話
』
三
）、
東
京
美
術
、
１
９
７
３
、
一
八
三
頁
。
ま
た
、
同
「
発
心
集
序

「
一
念
ノ
発
心
ヲ
楽
」
の
解
」（『
鴨
長
明
の
研
究
』
一
、
１
９
７
４
）
参
照
。

（
14
）　

桜
井
好
朗
「
発
心
集
の
思
想
史
的
位
置
」（
初
出
１
９
６
８
）、『
中
世
日
本
人
の
思
惟
と
表
現
』、

未
来
社
、
１
９
７
０
、
四
〇
頁
。

（
15
）　

巻
第
六
末
以
外
の
前
六
巻
で
本
願
念
仏
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
巻
第
二
第
十
話
「
橘
大
夫
発

願
往
生
事
」
と
巻
第
四
第
七
話
「
或
女
房
臨
終
見w

魔
変q

事
」
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
二

話
で
も
、
蓮
胤
が
本
願
念
仏
を
殊
に
重
ん
じ
て
い
た
と
見
得
な
い
。

　

前
者
は
往
生
を
遂
げ
た
橘
守
助
の
発
願
文
を
長
く
載
せ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

阿
弥
陀
如
来

0

0

0

0

0

、〔
…
〕「
設
四
重
五
逆
ヲ
作
レ
ル
人
ナ
リ
ト
モ
、
命
終
ラ
ン
時
、
我
国
ニ
生
レ

ン
ト
願
ヒ
、「
南
無
阿
弥
陀
仏

0

0

0

0

0

0

」
ト
十
度
申
サ
バ
、
必
ズ
迎
ヘ
ム
」
ト
誓
給
ヘ
リ
。
今
、
此

本
願

0

0

ヲ
憑
ム
ガ
故
ニ
、〔
…
〕。 

（
二
二
オ
〜
ウ
）

と
あ
る
。
発
願
文
の
全
体
を
見
て
も
、
そ
の
思
想
は
源
空
の
専
修
念
仏
と
一
致
す
る
。
し
か
し
蓮

胤
は
、
話
末
で
「
勤
ル
処
ハ
少
ケ
レ
ド
モ
、
常
ニ
無
常
ヲ
思
テ

0

0

0

0

0

0

0

、
往
生
ヲ
心
ニ

0

0

0

0

0

カ掛

ケ
ム
事

0

0

0

、
要
ガ

中
要
也
」（
二
三
オ
）
と
評
す
る
の
み
で
、
往
生
の
成
否
に
本
願
念
仏
を
関
連
付
け
て
い
な
い
。

　

な
お
、
百
数
年
先
行
す
る
三
善
為
康
『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
中
第
卅
四
条
「
橘
守
輔
」
で
は
発
願

文
の
文
面
が
異
な
り
、
弥
陀
念
仏
と
と
も
に
法
華
唱
題
が
兼
修
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
何
者
か

が
発
願
文
か
ら
法
華
唱
題
を
削
除
し
た
こ
と
に
な
る
。
田
村
憲
治
は
「〔『
発
心
集
』
で
は
…
引
用

者
註
〕
他
に
も
い
く
つ
か
の
法
華
経
読
誦
者
の
話
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
す
れ
ば

長
明
自
身
に
よ
る
改
変
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
」、「
発
心
集
本
話
橘
大
夫

守
助
の
話
も
、
念
仏
聖
た
ち
の
間
で
語
り
伝
え
ら
れ
る
う
ち
に
部
分
的
な
改
変
が
行
わ
れ
、
そ
れ

が
長
明
に
も
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
（「「
橘
大
夫
発
願
往
生

事
」
を
め
ぐ
っ
て
」、『
愛
文
』
一
六
、
１
９
８
０
、
一
九
〜
二
〇
頁
）、
従
う
べ
き
で
あ
る
。
な

お
今
村
み
ゑ
子
は
、
発
願
文
を
改
変
し
た
の
は
蓮
胤
だ
と
見
る
（「『
発
心
集
』「
橘
大
夫
、
発
願

往
生
事
」
の
成
立
と
成
賢
の
享
受
│
│
長
明
に
よ
る
改
変
と
思
想
│
│
」﹇
第
一
部
第
一
編
第
一

章
、
初
出
１
９
８
７
﹈、『
鴨
長
明
と
そ
の
周
辺
』、
和
泉
書
院
、
２
０
０
８
）
が
、
そ
れ
で
は
改

変
さ
れ
た
発
願
文
と
蓮
胤
の
評
語
が
齟
齬
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
で
き
な
い
。
池
田
敬
子

も
、「
長
明
は
『
方
丈
記
』
の
叙
述
を
見
れ
ば
、
法
華
経
念
仏
兼
修
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
長
明

自
身
が
専
修
念
仏
発
願
文
に
書
き
替
え
た
と
は
い
さ
さ
か
考
え
に
く
く
、
既
に
書
き
替
え
ら
れ
た

文
献
に
依
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
や
か
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（「『
発
心
集
』
の
説
話
配
列

と
長
明
の
浄
土
思
想
」、『
日
本
文
芸
研
究
』
五
六
‐
四
、
２
０
０
５
、
二
六
頁
）。

　

後
者
で
は
、
善
知
識
が
臨
終
の
女
房
に
「
阿
弥
陀
仏
ノ
本
願

0

0

0

0

0

0

0

ヲ
ツ

強
ヨ
ク
念
ジ
テ
、
名
号
0

0

ヲ

オ
怠コ

タ
ラ
ズ
唱
ヘ
給
ヘ
」（
一
四
オ
）
と
勧
め
る
が
、
こ
の
本
願
念
仏
の
勧
励
は
説
話
本
題
と
関

連
し
て
い
な
い
。
な
お
、
本
話
に
つ
い
て
は
山
田
昭
全
「『
発
心
集
』
雑
考
」（﹇
第
一
篇
第
七
章
、

初
出
１
９
８
０
﹈、『
長
明
・
無
住
・
虎
関
』﹇『
山
田
昭
全
著
作
集
』
六
﹈、
お
う
ふ
う
、
２
０
１
３
）

参
照
。

（
16
）　

四
つ
の
「
廻
向
」
用
例
の
第
一
、
第
二
は
、
巻
第
四
第
一
話
「
三
昧
座
主
弟
子
得w

『
法
華
経
』

験q

事
」
で
あ
る
持
経
者
が
『
法
華
経
』
を
読
ん
で
鬼
神
な
ど
に
「
廻
向
」（
二
ウ
、
四
ウ
）
し
た

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
往
生
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
第
三
は
、
巻
第
六
第
一
話
「
証
空
替w

師
命q

事
」
で
証
空
阿
闍
梨
が
師
に
代
わ
り
命
を
捨
て
、「
其
功
徳
ヲ
カ重
サ
ネ
テ
、
母
ノ
後
世
菩
提

ニ
廻
向

0

0

シ
奉
ラ
ン
」（
三
オ
）
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
廻
向
に
よ
っ
て
自
分
が
往
生
す
る

と
い
う
も
の
で
な
く
、
ま
た
こ
の
捨
身
廻
向
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
第
四
は
、
巻
第
六

第
九
話
「
宝
日
上
人
詠w

和
歌q

為p

行
事
〈
并
蓮
如
参w

讃
州
崇
徳
院
御
所q

事
〉」
で
源
資
通
が
毎

日
琵
琶
の
曲
を
弾
き
、「
極
楽
ニ
廻
向

0

0

シ
ケ
ル
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
資
通
が
往
生
を
遂
げ
た

と
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
勧
励
と
も
見
難
い
。

（
17
）　

な
お
、
源
空
が
道
心
を
極
め
て
重
ん
じ
つ
つ
も
、
そ
れ
さ
え
あ
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
と
考
え

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
法
然
房
源
空
の
道
心
論
│
│
出
離
生
死
と
心
性
の
関
連
に

つ
い
て
│
│
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
五
六
‐
一
、
２
０
１
４
）
参
照
。
ま
た
、
源
空
と
蓮
胤
で
は

道
心
の
理
解
が
異
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ず
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。

（
18
）　

石
田
瑞
麿
「
長
明
ノ
ー
ト
」（
前
掲
）、
七
七
〜
八
頁
。
な
お
、
源
空
は
「
遣w

北
陸
道q

書
状
」

（
承
元
三
年
﹇
１
２
０
９
﹈
六
月
十
九
日
付
、『
漢
燈
』
巻
第
十
）
で
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
か

ら
引
用
し
て
「
求w

都
率q

者
、
勿0p

毀0w

西
方
行
人z

願w

西
方q

者
、
莫0p

毀0w

都
率
業z

各
随
0

0w

性0

欲0a

任0p

情
修
学

0

0

0

」（
八
〇
一
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
発
心
集
』
巻
第
六
末
の
「
諸
行
ハ

宿
執
ニ
ヨ
リ
テ
進
ム
。
ミ

自ヅ
カ
ラ
ツ勤
ト
メ
テ
執
シ
テ
、
他
ノ
行
ソ謗
シ
ル
ベ
カ
ラ
ス
」
と
一
致
す
る
。

（
19
）　

桜
井
好
朗
「
鴨
長
明
と
念
仏
聖
」（﹇
初
出
１
９
６
９
﹈、『
中
世
日
本
の
精
神
史
的
景
観
』、
塙

書
房
、
１
９
７
４
、
一
〇
六
頁
）、
青
山
克
弥
「『
発
心
集
』
の
信
仰
態
度
小
考
」（
前
掲
、
一
〇

四
頁
）
参
照
。

（
20
）　

松
本
史
朗
「
選
択
本
願
念
仏
説
と
悪
人
正
因
説
」（
前
掲
）、
一
七
頁
。

（
21
）　

橘
純
孝
は
「
前
に
は
稀
に
経
文
を
引
く
事
は
あ
つ
て
も
其
は
平
易
に
和
訳
さ
れ
て
ゐ
た
」（
原

割
註
）
と
述
べ
る
（「
長
明
発
心
集
私
見
（
下
）」、『
国
語
と
国
文
学
』
一
二
‐
一
一
、
１
９
３
５
、

三
二
頁
）。
た
だ
し
厳
密
に
言
え
ば
、
漢
文
で
の
引
用
そ
の
も
の
は
前
六
巻
の
偶
数
巻
末
以
外
に

も
あ
る
が
、
会
話
や
状
況
描
写
で
な
く
評
語
で
、
漢
詩
で
な
く
仏
典
の
文
が
漢
文
の
ま
ま
引
用
さ

れ
た
箇
所
は
、前
六
巻
で
巻
第
二
第
十
一
話
末
尾
と
巻
第
六
末
の
み
で
あ
る
。巻
第
二
第
四
話
「
三

河
聖
人
寂
照
入
唐
往
生
事
」
と
巻
第
五
第
八
話
「
中
納
言
顕
基
出
家
籠
居
事
」
で
の
引
文
は
そ
れ

ぞ
れ
寂
照
大
江
定
基
と
白
居
易
の
漢
詩
で
あ
り
、
仏
典
の
文
で
な
い
。
巻
第
四
第
一
話
と
同
巻
第

三
話
「
永
心
法
橋
憐w

乞
児q

事
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
『
法
華
経
』
と
『
法
華
文
句
記
』
の
文
を
漢
文

の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
登
場
人
物
の
発
言
で
あ
り
地
の
文
で
な
い
。
巻
第
三
第
十

一
話
「
親
輔
養
児
往
生
事
」
と
巻
第
五
第
二
話
「
伊
家
并
妾
頓
死
往
生
事
」
の
地
の
文
で
は
『
法
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華
経
』
の
文
を
漢
文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
登
場
人
物
が
読
誦
し
た
箇
所
を
示
す

状
況
描
写
で
あ
り
評
語
で
な
い
。

　
　
　

な
お
、
後
人
増
補
ら
し
い
五
巻
本
の
独
自
説
話
に
も
仏
典
の
文
を
漢
文
の
ま
ま
引
用
し
た
箇
所

は
あ
る
が
、
や
は
り
状
況
描
写
か
出
典
説
明
で
あ
る
。
独
自
説
話
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。

（
22
）　

野
村
八
良
『
鎌
倉
時
代
文
学
新
論
』
増
補
（
前
掲
）、
三
〇
四
頁
。

（
23
）　

永
積
安
明
「
長
明
発
心
集
考
」（
前
掲
）、
一
九
九
頁
。
ま
た
、
浅
見
和
彦
「
発
心
集
の
原
態
と

増
補
」（『
中
世
文
学
』
二
二
、
１
９
７
７
、
二
四
頁
）
参
照
。

（
24
）　

永
積
安
明
「
長
明
発
心
集
考
」（
前
掲
、
二
〇
〇
頁
）
参
照
。
ま
た
浅
見
和
彦
も
、
こ
の
箇
所

は
本
来
一
体
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（「
発
心
集
の
原
態
と
増
補
」﹇
前
掲
﹈、
二
四
頁
）。

（
25
）　

永
積
安
明
「
長
明
発
心
集
考
」（
前
掲
、
一
九
九
〜
二
〇
〇
頁
）
参
照
。
な
お
こ
れ
以
前
に
野

村
八
良
も
、「
こ
れ
の
み
外
土

0

0

の
説
話
に
し
て
、
其
の
他
と
調
和
せ
ざ
る
も
怪
し
む
べ
く
、
或
は

後
人
の
追
加
か
」
と
疑
っ
て
い
た
（『
鎌
倉
時
代
文
学
新
論
』
増
補
﹇
前
掲
﹈、
三
〇
四
頁
）。

（
26
）　

な
お
浅
見
和
彦
は
、
巻
第
二
第
十
三
話
の
話
末
評
語
最
後
の
「
此
事
、
道
綽
ニ
限
ベ
カ
ラ
ズ
。

モ
諸ロ
〳
〵
ノ
行
者
ヲ同
ナ
ジ
カ
ル
ベ
シ
」（
二
五
ウ
）
と
い
う
文
を
「
そ
れ
ま
で
つ
い
ぞ
見
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
説
教
的
口
吻
」
と
し
、「
行
者
」
の
語
に
つ
い
て
も
「
ち
よマ
マ

っ
と
気
に
な
る
言

葉
で
あ
る
」
と
評
し
た
（「
発
心
集
の
原
態
と
増
補
」﹇
前
掲
﹈、
二
三
頁
）。
偶
数
巻
末
以
外
の
前

六
巻
で
「
行
者
」
の
語
は
巻
第
四
第
二
話
「
浄
蔵
貴
所
飛p

鉢
事
」
の
会
話
文
（
六
オ
）
に
し
か

見
え
ず
、「
此
事
」
云
々
は
蓮
胤
の
説
話
に
添
え
ら
れ
た
専
修
念
仏
者
の
作
文
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。

（
27
）　

桜
井
好
朗
「
鴨
長
明
と
念
仏
聖
」（
前
掲
）、
一
〇
二
頁
。

（
28
）　

禅
寂
に
つ
い
て
は
、
細
野
哲
雄
「
筑
州
と
禅
寂
と
に
つ
い
て
の
覚
書
」（﹇
初
出
１
９
６
６
﹈、『
鴨

長
明
伝
の
周
辺
・
方
丈
記
』、
笠
間
書
院
、
１
９
７
８
）
な
ど
参
照
。

（
29
）　

桜
井
好
朗
「
鴨
長
明
と
念
仏
聖
」（
前
掲
）、
九
八
頁
。

（
30
）　

桜
井
好
朗
「
鴨
長
明
と
念
仏
聖
」（
前
掲
）、
一
〇
八
頁
。

（
31
）　

三
田
全
信
「
禅
寂
と
月
講
式
」（
第
二
部
第
四
章
、
初
出
１
９
７
２
）、『
浄
土
宗
史
の
新
研
究
』、

隆
文
館
、
１
９
７
１
、
八
八
頁
。

（
32
）　

な
お
、
ニ
ー
ル
ス
・
ギ
ュ
ル
ベ
ル
ク
は
「
長
明
の
死
後
加
筆
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
部
分
（
廻

向
段
の
長
明
に
関
す
る
一
節
）」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
部
分
以
外
は
蓮
胤
生
前
に
書
か
れ
た
と

見
て
い
る
ら
し
い
（「『
月
講
式
』
に
あ
ら
わ
れ
た
禅
寂
の
思
想
」、
石
上
善
応
教
授
古
稀
記
念
論

文
集
刊
行
会
編
『
仏
教
文
化
の
基
調
と
展
開
』
二
、
山
喜
房
仏
書
林
、
２
０
０
１
、
三
六
七
頁
）

が
、
従
い
難
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
禅
寂
は
「
自
然
懈
怠
之
間
」
で
な
く
、
功
終
わ
ら
ん
と

0

0

0

0

0

0

欲
す
る
の
時

0

0

0

0

0

な
ど
と
表
現
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

（
33
）　

稀
有
な
例
外
と
し
て
貴
志
正
造
は
、
禅
寂
「
月
講
式
」
の
「
三
界
唯
一
心
、
々
外
無w

別
法q

」

（
第
二
段
第
三
節
「
明w

懺
悔
発
願q

」）
が
蓮
胤
「
方
丈
記
」
の
「
夫
三
界
ハ
只
心
ヒ一
ト
ツ
ナ
リ
」

（
二
七
頁
）
と
『
発
心
集
』
の
「
諸
ノ
行
ヒ
ハ
、
皆
我
心
ニ
ア
リ
」（
巻
第
三
第
八
話
「
蓮
花
城
入

水
事
」）
と
近
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
無
関
係
と
は
断
じ
が
た
い
」
と
述
べ
た
（「
ひ
じ
り
と

説
話
文
学
」﹇
前
掲
﹈、
一
九
五
頁
）。

（
34
）　

ニ
ー
ル
ス
・
ギ
ュ
ル
ベ
ル
ク
「『
月
講
式
』
に
あ
ら
わ
れ
た
禅
寂
の
思
想
」（
前
掲
）
参
照
。

（
35
）　

桜
井
好
朗
「
鴨
長
明
と
念
仏
聖
」（
前
掲
、
一
〇
〇
頁
）、
今
村
み
ゑ
子
「
長
明
企
画
禅
寂
作
成

『
月
講
式
』
の
意
図
」（﹇
第
二
編
第
五
章
、
初
出
１
９
９
３
﹈、『
鴨
長
明
と
そ
の
周
辺
』﹇
前
掲
﹈、

二
九
三
頁
）、
猪
瀬
千
尋
「
禅
寂
作
『
月
講
式
』
に
つ
い
て
│
│
東
か
ら
西
へ
往
く
本
尊
│
│
」

（『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
一
〇
七
、
２
０
１
４
、
二
六
頁
）
な
ど
参
照
。

付
記　

本
稿
は
、
平
成
廿
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
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The Mis-inserted Note in Hosshinshū: Focusing on the Thought at the End of Volume 6

Shin’nosuke MORI

　Hosshinshū is a collection of Buddhist tales written by Ren’in (1155?-1216), who was also known as Kamo no 
Chōmei, in his last years. While the current version of book comprises eight volumes, several researchers have 
argued that some parts of the book must have been added by others. In this article, focusing on the thoughts at the 
ends of vols 2 and 6, I will prove that they were originally written by a different author.
　The end of vol. 6 conveys four thoughts: dislike of samsara, longing for deliverance, Amida’s original vow, and 
rebirth by transferring the merit of other practices. These are contrary to Ren’in’s thoughts, but consistent with 
Senju Nembutsu Buddhist thinking. Therefore, the author of this part must have been a Senju Nembutsu Buddhist.
　Regarding the last five lines of the eleventh tale in vol. 2, their separation from the previous line and the inden-
tation of their first line with a letter indicate that these lines were originally a note on the back of the scroll. 
Judging by the fact that Chinese Buddhist sentences are quoted without translation only at the ends of vols 2 and 
6, these parts must have been written by the same Senju Nembutsu Buddhist. Since the twelfth and thirteenth tales 
in vol. 2 contain thoughts that are close to but essentially different from those of Senju Nembutsu Buddhism, it 
can be observed that these two tales were written by Ren’in and copied by the author of the five lines.
　The Senju Nembutsu Buddhist writer seems to have lamented Ren’in’s death at the end of vol. 6. The individ-
ual in question might have been Nyoren bō Zenjaku (?-1240), who was a Senju Nembutsu Buddhist and Ren’in’s 
close friend.


